
一
元
禄
期
和
泉
太
夫
座
に
つ
い
て

.圃-

初
代
か
ら
ニ
代
田
へ
の
移
行

万
治
寛
文
期
、
金
平
浄
瑠
璃
は
江
戸
・
上
方
を
席
巻
し
、

一
世
を
風
廃
し
た
。

江
戸
の
和
泉
太
夫
座
は
そ
の
中
心
で
あ
り
、
作
者
岡
清
兵
衛
の
卓
越
し
た
創
作
力

に
よ
り
、
金
平
浄
瑠
璃
の
発
信
源
と
な
っ
て
い
た
。
初
代
和
泉
太
夫
は
薩
摩
浄
雲

の
弟
子
で
あ
る
が
、
浄
雲
の
直
系
で
あ
る
伊
勢
大
嫁
座
の
太
夫
た
ち
ゃ
、
浄
雲
の

も
と
か
ら
後
に
独
立
し
た
土
佐
少
嫁
と
は
、
異
な
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。
土

佐
少
嫁
ら
は
浄
雲
系
の
古
い
語
り
物
を
継
承
し
、
重
視
し
続
け
た
が
、
和
泉
太
夫

は
独
自
の
道
を
切
り
開
い
て
い
る
。
承
応
期
と
い
う
早
い
時
期
に
独
立
し
て
い
た

こ
と
も
、
そ
の
要
因
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
作
者
岡
清
兵
衛
と
の
提

携
に
よ
り
、
和
泉
太
夫
座
は
万
治
・
寛
文
期
を
通
し
て
金
平
浄
瑠
璃
を
上
演
し
続

け
、
金
平
浄
溜
璃
に
関
し
て
は
他
の
太
夫
た
ち
の
追
随
を
許
さ
な
い
、
確
固
た
る

位
置
を
築
い
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
和
泉
太
夫
座
の
勢
い
も
、
貞
享
期
に
至
っ

て
初
代
か
ら
二
代
目
に
移
る
に
し
た
が
い
、
次
第
に
減
速
し
て
い
く
。

(
1
)
 

和
泉
太
夫
座
の
代
替
わ
り
の
時
期
に
関
し
て
、
室
木
弥
太
郎
氏
は
『
松
平
大
和

守
日
記
』
延
宝
八
年
(
一
六
八

O
)
正
月
八
日
条
に
、
初
代
の
受
領
名
「
丹
波
」

と
太
夫
名
「
和
泉
」
と
を
重
ね
た
「
丹
波
和
泉
」
と
い
う
形
で
表
記
さ
れ
る
こ
と

に
着
目
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
頃
以
前
に
、
初
代
が
二
代
目
に
和
泉
太
夫
の
名

を
譲
っ
て
引
退
し
、
受
領
名
「
丹
波
」
を
残
し
な
が
ら
、
か
つ
二
代
目
が
継
い
だ
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し
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木

元禄期和泉太夫座について

博

子

和
泉
太
夫
の
名
跡
を
表
に
立
て
て

「丹
波
和
泉
太
夫
」
座
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
作
者
岡
清
兵
衛
に
つ
い
て
も
、
貞
享
四
年
(
一
六
八
七
)
六
月
刊
行
の

『古
郷
帰
の
江
戸
拙
』
に

「此
清
兵
衛
、
近
比
病
死
し
た
る
と
き
、
て
」
と
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
岡
清
兵
衛
が
貞
享
の
は
じ
め
頃
に
は
亡

く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

従
来
、
和
泉
太
夫
座
に
関
し
て
は
、
江
戸
藩
邸
記
録
類
に
登
場
す
る
こ
と
も
少

な
く
、
考
証
か
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
年
、
武
井
協
三
氏
に
よ
っ
て
『
榊

(2
)
 

原
文
書
』
か
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
上
演
記
事
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
づ
た
。
二
代

日
和
泉
太
夫
の
動
向
に
注
意
し
て
上
演
記
録
類
を
見
て
い
く
と
、
ま
ず
、

『松
平

(3
)
 

大
和
守
日
記
』
寛
文
二
年

(一

六
六
二
)
六
月
二
十
三
日
条
に
、
「
長
太
夫
」
と

い
う
名
が
見
え
る
。
こ
れ
が
初
代
和
泉
太
夫
の
息
子
で
、
後
の
二
代
目
和
泉
太
夫

で
あ
る
。
延
宝
二
年
(
一
六
七
四
)
二
月
十
七
日
付
の
『
榊
原
文
書
』
の
上
演
記

録
で
は
、
「
丹
波
少
嫁
」
「
和
泉
太
夫
」
の
二
人
の
名
が
「
両
太
夫
」
と
し
て
併
記

さ
れ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
既
に
長
太
夫
が
二
代
目
和
泉
太
夫
の
名
跡
を
継
い

で
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
後
し
ば
ら
く
は
、
丹
波
少
嫁
と
二
代
田
和
泉
太
夫
が
親
子
揃
っ
て
上
演
し

て
い
る
。

二
人
が
共
に
来
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
記
事
と
し
て
は
、
今
の
と
こ

ろ
、
『
榊
原
文
書
』
の
延
宝
七
年
(
一
六
七
九
)
九
月
十
六
日
条
が
最
後
と
な
っ
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て
い
る
c

そ
じ
℃
、
『
榊
原
文
書
』
寅
享
二
倍
(
一

六
八
五
)
十
一ー一月
二
日
の
乱

事
以
降
は
、
「
和
泉
太
夫
」
の
名
前
だ
け
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
問
、

天
和
か
ら
貞
享
元
年

三

六
八
四
)
ま
で
は
、

『松
平
大
和
守
日
記
』
(若
月
本
)

や

『
天
和
笑
委
集
』
『
野
郎
三
座
詫
』
な
ど
に
、
堺
町
の
操
座
と
し
て

「和
泉
太

夫
」
も
し
く
は

「丹
波
和
泉
」
の
芝
居
と
い
う
表
記
で
記
載
さ
れ
る
。
二
代
目
和

泉
太
夫
は
受
領
を
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
初
代
の
受
領
名
で
あ
る
丹
波
の

名
乗
り
は
、
以
降
も
長
く
正
本
等
で
使
い
続
け
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た

「丹
波

和
泉
」
と
い
っ
た
表
記
か
ら
は
、
丹
波
少
嫁

(初
代
和
泉
太
夫
)
生
存
の
有
無
を

確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
丹
波
少
嫁
の
没
年
に
つ
い
て
は
、
延
宝
八
年

(一

六

八
O
)
以
降
、
貞
享
元
年

(
一
六
八
六
)
の
間
と
推
定
す
る
に
留
ま
る
。

(
4
)
 

た
だ
し
、

『鶏
鵡
籍
中
記
』
元
禄
六
年

(一

六
九
三
)
九
月
二
十

一
日
条
に
は
、

尾
張
藩
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
上
演
記
録
と
し
て
、

「丹
波
少
嫁
和
泉
太
夫
」
と
の

記
載
が
見
え
る
。
ま
た
、
元
禄
七
年

一(一

六
九
四
)
閏
五
月
二
十
八
日
付
の

『松

平
大
和
守
日
記
』
(若
月
本
)
の
上
演
記
事
で
も
、
「
太
夫
和
泉
太
夫
也
丹
波
大
嫁

藤
原
正
信
」
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、

『榊
原
文
書
』
に
頻
出
す
る
和
泉
太
夫
座

の
上
演
記
録
で
は
、
元
禄
年
聞
を
通
し
て
、

「和
泉
太
夫
」
一

人
の
名
前
し
か
記

(
5
)
 

さ
れ
な
い
。
そ
し
て
、

『
守
山
日
記
』
で
は
、
元
禄
七
年
二
月
十
二
日
条
で
、
和

泉
太
夫
の
脇
を
「
儀
太
夫
」
が
勤
め
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
『
鶏
鵡
館
中
記
』

や

『松
平
大
和
守
日
記
』
(
若
月
本
)
に
お
い
て
、
元
禄
六
、
七
年
に
見
ら
れ
る

「丹
波
」
と

「和
泉
」
の
併
記
は
、

二
代
目
和
泉
太
夫
が
初
代
の
受
領
名

「丹
波
」

を
権
威
付
け
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
に
よ
る
表
記
で
あ
り
、
丹
波
少
嫁
の
活
動

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

(6
)
 

『
旧
記
拾
要
集』

巻
十
二
・
上
「
操
座
和
泉
太
夫
櫓
帳
付
」
に
よ
る
と
、

享
保

十
六
年

(一

七
三
一
)
三
月
に
、
丹
波
少
擦
の
孫
が
木
挽
町
で
の
操
座
再
興
を
願

... 
『

-h
K
51
y
k
布
、
言
、

a
o
官
民
M
b
-
S
出

L
b
S
F

ペ
、
占
ハ
宇
-L4H代、

4
A
d
Hー
も

J

『ハ
h
1
h官
、

4m-a島
常
%
跡
目
「

l
〈
・
ト
ル
コ

い
出
て
い
る
。
そ
の

「言
上
書
抜
」
に、

「私
祖
父
和
泉
太
夫
儀
、

六
拾
年
己
前
、

寛
文
年
中
迄
木
挽
町
ニ
而
操
芝
居
仕
、
其
後
堺
町
江
引
越
、
芝
居
仕
来
候
処
、
祖

父
は
病
死
仕
、
父
和
泉
太
夫
儀
、
廿
三
年
以
前
丑
年
類
焼
之
節
よ
り
芝
居
相
止
罷

在
候
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
寛
文
年
中
に
初
代
和
泉
太
夫
が
木
挽
町
で
操
芝
居
を

興
行
し
、
そ
の
後
堺
町
へ
引
っ
越
し
て
病
死
す
る
。
そ
し
て
、
後
を
継
い
だ
二
代

目
和
泉
太
夫
は
宝
永
六
年

(一

七
O
九
)、
芝
居
小
屋
の
類
焼
に
よ
り
、
操
座
の

興
行
を
停
止
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
代
目
和
泉
太
夫
は
、

江
戸
古
浄
瑠
璃
の
有
力
芯
太
夫
と
し
て
、
元
禄
期
か
ら

(7
)
 

宝
永
に
至
る
ま
で
操
座
を
維
持
し
続
け
た
。
秋
本
鈴
史
氏
は
、
金
平
浄
瑠
璃
に
お

け
る
子
四
天
王
の
名
称
の
違
い
を
手
が
か
り
に
、
太
夫
の
系
統
を
考
証
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
使
い
分
け
も
延
宝
以
降
は
混
乱
を
生
じ
、
名
称
一の
違
い
と
太

夫
の
系
統
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
背
景
と
し
て
、
「
延
宝
期
に
入
る
と
こ
の
種
の
浄
瑠
璃
を
語
る
の
は
殆
ど
和

泉
太
夫
だ
け
に
な
り
、
し
か
も
こ
の
頃
に
和
泉
太
夫
の
世
代
交
替
も
行
わ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
金
平
中
心
の
単
純
化
を
押
し
進
め
た
の
が
、
こ
の
二

代
目
の
和
泉
太
夫
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら

(
8
)
 

れ
る
。
ま
た
、
和
田
修
氏
は
、

『榊
原
文
書』

の
記
録
を
も
と
に
、
寛
文
中
期
に

金
平
物
に
行
き
詰
ま
っ
た
丹
波
少
嫁
が
神
話
の
世
界
を
語
り
物
に
持
ち
込
ん
で
い

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
の
貞
享
元
禄
頃
に
多
数
刊
行
さ
れ

て
い
る
金
平
浄
瑠
璃
の
正
本
に
つ
い
て
は
、

「大
部
分
は
寛
文
前
期
ま
で
の
内
容

と
は
大
き
く
異
な
り
、
ス
ー
パ
ー
マ
ン
金
平
が
大
暴
れ
す
る
だ
け
の
痛
快
娯
楽
劇

で
あ
る
。
貞
享
頃
に
は
丹
波
少
嫁
は
世
を
去
り
、

二
代
目
和
泉
太
夫
の
時
代
と
な
っ

て
い
る
。
(
中
略
)
こ
れ
ら
貞
享
元
禄
期
の
正
本
が
、
人
形
浄
瑠
璃
の
上
演
と
結

び
つ
か
な
い
こ
と
も
想
定
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
記
念
碑
的
に
丹
波
少
嫁
や
和
泉
太

1
1
1
1
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夫
の
名
を
冠
し
た
だ
け
で
、
読
み
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
考
え

て
よ
い
の
だ
ろ
う
」
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
金
平
浄
瑠
鴻
の
全
盛
期
が
過
ぎ
、
さ
ら
に
初
代
和
泉
太

夫
・
岡
清
兵
衛
を
失
っ
た
後
、
勢
い
を
失
っ
て
い
く
和
泉
太
夫
座
を
的
確
に
位
置

付
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

二
代
目
和
泉
太
夫
の
動
向
を
上
演
記
録
や
正
本

な
ど
か
ら
分
析
し
て
い
く
と
、
そ
の
中
で
も
様
々
な
模
索
を
し
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
和
泉
太
夫
座
は
、
生
き
残
る
た
め
に
時
代
に
迎
合
す
る
よ
う
な
動
き
を
見

せ
る
が
、
一
方
で
、
金
平
浄
瑠
璃
の
本
家
と
し
て
の
意
識
も
強
く
持
ち
続
け
て
い

た
。
そ
の
目
指
し
た
方
向
性
に
つ
い
て
、
上
演
記
録
と
演
目
内
容
の
考
証
を
通
し

て
考
察
を
試
み
た
い
。

一一

王
朝
色
の
取
り
込
み

『
榊
原
文
書
』
貞
享
二
年

(
一
六
八
五
)
十
二
月
二
日
条
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ

う
に
二
代
田
和
泉
太
夫
の
名
が
単
独
で
記
さ
れ
る
最
初
の
記
事
で
あ
る
。
二
代
目

和
泉
太
夫
に
と
っ
て
、
丹
波
少
嫁
を
失
い
、
一
座
の
主
と
し
て
出
発
し
た
転
換
期

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
特
に
上
演
し
た
の
は
「
古
今
歌
論
」
と
い
う
演
目
で

あ
る
。
こ
う
し
た
名
前
の
正
本
は
伝
存
し
て
い
な
い
が
、
実
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
(
9〉

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
ス
ペ
ン
サ
l
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
『
蝉
丸
』

(
仮
題
)
が
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
「
古
今
歌
論
」
に
相
当
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

せ
み
ま
る

こ
の
正
本
の
題
策
は
、

中
央
に
「
蝉
丸
」
と
大
書
し
、
界
線
を
挟
ん
だ
上
に
「
古

以
下
」
特
初
」
、
界
線
下
に
「
橘
町
登
丁
目
」
亀
や
彦
右
衛
門
」
新
板
也
」
と
あ
る
。

内
題

h
uぃ
、
初
丁
表
一
行
自
に
「
丹
波
少
嫁
平
正
信
正
本
也
」
と
あ
り
、
「
和

泉
」
の
壷
形
印
が
あ
る
。
柱
題
は
「
せ
み
丸
」
、
終
了
裏
に
「
作
者

岡
五
郎
兵

衛
日
比
谷
横
町
彦
右
衛
門
板
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『蝉
丸
』
は
外
題
上
部
に

「古
今
集
初
」
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
初
段
冒
頭
に
、

紀
貫
之
が

『古
今
集
』
を
献
上
し
、
仮
名
序
を
講
釈
す
る
場
面
が
あ
る
。
貫
之
が

そ
の
中
で
大
伴
黒
主
を
山
が
つ
に
喰
え
た
こ
と
か
ら
、
子
孫
の
あ
れ
ゆ
ら
が
激
怒

し
、
争
い
に
な
る
。
貫
之
は
黒
主
の

「鏡
山
い
、さ
立
ち
寄
り
て
見
て
ゆ
か
む
年
へ

ぬ
る
身
は
老
い
や
し
ぬ
る
と
」
と

「思
ひ
出
で
て
恋
し
き
と
き
は
初
雁
の
泣
き
て

わ
た
る
と
人
は
知
ら
ず
や
」
の
歌
二
首
を
、
山
が
つ
の
よ
う
だ
と
す
る
根
拠
と
し

て
挙
げ
る
。
し
か
し
、
あ
れ
ゆ
ら
は
納
得
し
な
い
で
暴
れ
、
桃
園
貞
純
が
そ
の
無

体
に
怒
っ
て
、
あ
れ
ゆ
ら
に
飛
び
か
か
ろ
う
と
し
、
人
々
に
制
止
さ
れ
る
。
二
段

目
で
は
、
あ
れ
ゆ
ら
が
こ
の
争
い
を
遺
恨
と
し
て
、
貫
之
の
館
を
攻
め
、
館
に
来

て
い
た
貞
純
の
男
高
倉
が
討
た
れ
て
し
ま
う
と
い
う
展
開
に
な
る
。
お
そ
ら
く
初

段
の

「古
今
集
」
仮
名
序
に
お
け
る
黒
主
の
歌
を
め
ぐ
る
争
い
か
「
古
今
歌
論
」
.

の
演
目
名
に
つ
な
が
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
『
蝉
丸
』
が
こ
の
演
目
に
相
当
す
る
正

本
と
し
て
推
定
で
き
る
。

話
の
主
筋
は
、
あ
れ
ゆ
ら
の
謀
叛
に
よ
っ
て
生
じ
る
危
機
を
、
貞
純
や
経
基
と

い
っ
た
源
家
の
人
々
の
活
躍
に
よ
っ
て
打
開
し
、
秩
序
の
安
定
を
回
復
す
る
と
い

う
流
れ
で
、
金
平
浄
瑠
璃
の
枠
組
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
初
段
で
「
古
今

集
」
を
取
り
上
げ
、
三
段
目
か
ら
は
蝉
丸
を
主
人
公
に
す
え
、
博
雅
三
位
と
の
場

面
、
逆
髪
と
の
嘆
き
を
描
く
な
ど
、
王
朝
の
色
彩
や
謡
曲
の
世
界
を
取
り
入
れ
た

点
が
、
そ
れ
ま
で
の
和
泉
太
夫
座
に
は
な
か
っ
た
大
き
な
変
化
で
あ
る
。

こ
の
正
本
は
、
初
丁
に
「
丹
波
少
縁
平
正
信
正
本
」
と
あ
る
が
、
題
策
に
は

「
和
泉
太
夫
直
之
正
本
也
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
亡
き
丹
波
少
嫁
の
名
を
権
威

と
し
て
使
い
な
が
ら
、
実
質
は
二
代
目
和
泉
太
夫
の
正
本
で
あ
る
と
い
う
事
情
を

窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
正
本
は
奥
書
に
「
作
者

岡
五
郎
兵
衛
」
と
記
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、

岡
清
兵
衛
に
代
わ
る
作
者
署
名
人
り
正
本
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
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室
木
弥
太
郎
氏
は
、
『
蝉
丸
』
を
貞
享
j
元
禄
初
年
の
刊
行
か
と
さ
れ
、

二
代
目

和
泉
太
夫
の
正
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
岡
五
郎
兵
衛
に
つ

い
て
、
「
身
元
は
分
ら
な
い
が
、
清
兵
衛
の
子
と
い
っ
た
深
い
関
係
ら
し
く
思
わ

れ
る
」
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

岡
五
郎
兵
衛
の
素
性
に
つ
い
て
は
依
然
不
明
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

「
古
今
歌
論
」
上
演
記
録
と
の
関
係
か
ら
、

『蝉
丸
』
が
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)

に
は
上
演
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
点
で
、
岡
五
郎
兵
衛
が
二
代
目

和
泉
太
夫
を
支
え
る
作
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
、
お
お
よ
そ
確
定
で
き

る
。
つ
ま
り
、
丹
波
少
嫁
と
岡
清
兵
衛
と
い
う
座
の
支
柱
を
両
方
と
も
失
っ
た
和

泉
太
夫
座
が
、
そ
の
危
機
と
も
言
え
る
状
況
か
ら
の
出
発
に
際
し
、
岡
五
郎
兵
衛

を
作
者
と
し
て
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
新
し
く
打
ち
出
し
た
方
向
が
、

『
蝉
丸
』
に
見
ら
れ
る
『よ
う
な
王
朝
色
の
摂
取
だ
っ
た
と
位
置
付
け
-ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
王
朝
物
の
世
界
へ
の
傾
斜
は
、
『
榊
原
文
書
』
元
禄
三

年
(
一
六
九

O
)
十
一
月
二
・
4

十
二
日
条
か
ら
も
窺
え
る
。
「
御
元
服
御
祝
儀
為
御

慰
御
操
被
仰
付
浄
瑠
璃
二
流
所
謂
和
国
弓
矢
鑑
天
竺
獅
子
王
記
和
泉
太
夫

為
之
御
望
小
町
都
物
語
」
と
あ
る
。
傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
和
泉
太
夫
は
こ

の
時
、
御
望
み
に
よ
っ
て
「
小
町
都
物
語
」
を
語
っ
て
い
る
。
屋
敷
方
で
の
上
演

記
録
を
通
覧
す
る
と
、
所
望
さ
れ
て
語
る
の
は
、
そ
の
太
夫
の
語
り
物
の
中
で
も

人
気
の
高
い
節
事
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ
で
も
、
和
泉
太
夫
が
こ
の
時
期
得

意
と
し
た
節
事
を
所
望
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

一こ
の
節
事
に
相

当
す
る
正
本
は
未
見
で
、
内
容
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ

の
名
称
か
ら
は
小
野
小
町
が
都
の
様
子
を
物
語
る
と
い
っ
た
節
事
で
あ
っ
た
か
と

想
定
さ
れ
る
。

初
代
和
泉
太
夫
の
語
り
物
で
は
女
性
の
登
場
人
物
自
体
が
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と

t 

と
対
比
す
る
と
、

し
か
し
、

和
泉
太
夫
座
に
お
い
て
王
朝
物
は
新
風
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
王
朝
物
は
、
上
方
で
は
早
く
に
京
の
加
賀
擦
が
盛
ん
に
上

演
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸
で
も
土
佐
少
嫁
た
ち
が
そ
れ
ら
を
積
極
的
に

自
ら
の
語
り
物
へ
取
り
込
ん
で
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
和
泉
太

夫
座
の
上
演
作
に
あ
ら
わ
れ
た
王
朝
色
も
、
上
方
か
ら
江
戸
ヘ
波
及
す
る
流
れ
に

対
応
し
た
動
き
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
う
し
た
上
方
浄
瑠
璃
か
ら
の
影
響
関
係
を
明
確
に
示
す
正
本
が

『
う
ね
め
正

平
て
い
き
ん
』

〈仮
題
・
東
京
大
学
図
書
館
蔵
)
で
あ
る
。
初
丁
表
一
行
目
に

「江
戸
和
泉
太
夫
直
正
本
也
」
と
所
属
が
示
さ
れ
、
「
和
泉
」
の
壷
形
印
が
あ
る
。

ま
た
、
挿
絵
の
暖
簾
に
「
た
ん
ぱ
」
や
」
い
つ
み
」
と
出
し
て
い
る
。
『
榊
原
文

書
』
元
禄
六
年
(
一
六
九
一
二
)
九
月
二
十
二
日
条
に
は
、
「
為
御
慰
操
被
仰
付
和

泉
太
夫
伺
公
浄
瑠
璃
入
鹿
大
臣
奈
良
都
合
戦
若
四
天
王
飾
磨
通
御
所
望
日
本
天

狗
揃
大
順
忠
之
段
其
外
狂
言
等
:
・
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
和
泉
太
夫
が
所
望
さ

れ
て
語
っ
て
い
る
節
事
「
大
順
忍
の
段
」
は
、
『
う
ね
め
正
平
て
い
き
ん
』
三
段

目
で
、
栄
花
物
語
を
執
筆
す
る
赤
染
衛
門
の
も
と
へ
、
僧
大
順
が
懸
想
し
て
忍
ん

で
く
る
場
面
に
相
当
す
る
。
『
う
ね
め
正
平
て
い
き
ん
』
は
、
若
月
保
治
氏
が
指

(日
)

摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
延
宝
八
年
(
一
六
八

O
)
正
月
山
本
九
兵
衛
刊
の
加
賀

嫁
正
本
『
赤
染
衛
門
栄
花
物
語
』
の
改
作
で
あ
る
。
い
く
ら
か
改
変
が
施
さ
れ
て

い
る
が
、
多
く
は
そ
の
ま
ま
に
流
用
し
て
い
る
。
赤
染
衛
門
に
懸
想
し
た
僧
が
忍

ん
で
来
る
場
面
は
、
『
赤
染
衛
門
栄
花
物
語
』
に
お
い
て
も
語
り
の
聞
か
せ
所
で

あ
っ
た
。

赤
染
衛
門
に
懸
想
し
た
男
が
通
う
と
い
う
設
定
は
、

『京
四
条
河
原
芝
居
歌
舞

伎
図
巻
』
(
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
所
蔵
、
図
説
日
本
の
古
典

『
近

松
門
左
衛
門
』
一

九
七
七
年
・
集
英
社
掲
載
)
の
早
雲
長
吉
座
舞
台
図
に
も
見
ら

元禄期和泉太夫座について13 



牧
野
備
後
守
家
の
御
成
の
際
に
呼
ば
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
通
常
の
大
名
家

で
上
演
す
る
以
上
の
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
時
の
権
力
の
中
枢
か
ら
認

め
ら
れ
る
こ
と
で
、
太
夫
の
声
望
を
高
め
、
身
分
的
な
保
証
に
も
有
効
で
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
和
泉
太
夫
も
そ
う
し
た
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る

(日
)

話
が
、
『
勝
扇
子
』
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
宝
永
五
年
(
一
七

O
八
)
四
月
六
日

に
取
り
調
べ
を
受
け
た
際
、
和
泉
太
夫
は
地
方
興
行
時
に
矢
野
弾
左
衛
門
に
鳥
目

等
を
遣
わ
し
た
こ
と
は
な
い
と
主
張
し
、
そ
れ
を
強
め
る
拠
り
所
と
し
て
、

「乍
レ

恐
私
義
牧
野
備
後
守
様
江
先
年
厳
自
院
様

(
耕
輔
院
様
)
御
成
被
レ為
レ遊
候
節
、
御

上
覧
に
預
り
候
者
の
儀
に
御
座
候
得
ば
、
ケ
様
の
者
共
江
御
耀
義
可
レ仕
様
成
芝
居

は
不
レ
仕
候
、
弾
左
衛
門
儀
何
事
を
申
上
候
も
不
レ存
候
、
急
度
御
詮
義
被
レ下
候

は
Y
難
レ有
仕
合
に
奉
レ存
候
」
と
、
牧
野
備
後
守
家
へ
の
御
成
の
際
に
上
覧
に
供
・

し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
厳
自
院
と
あ
る
箇
所
は
写
し
間
違
い
と
思
わ
れ
、
厳

有
院
と
あ
っ
た
と
し
て
も
家
綱
の
こ
と
な
の
で
、
牧
野
家
へ
の
綱
吉
御
成
と
い
う

事
実
と
は
ず
れ
が
あ
る
。
た
だ
し
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

『
牧
野
備
後
守
家
御

成
記
』
に
よ

っ
て
、
牧
野
家
へ
の
桂
昌
院
御
成
の
際
に
、
和
泉
太
夫
が
操
浄
瑠
璃

を
上
演
し
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、

『
勝
扇
子
』
も
そ
う
し
た
事
実
を
反
映
し
た

記
述
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

大
名
家
の
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
浄
瑠
璃
操
上
演
記
録
は
、
多
数
確
認
さ
れ
て
い

る
。
江
戸
の
太
夫
た
ち
に
と
っ
て
、
屋
敷
方
で
の
活
動
は
か
な
り
の
比
重
を
占
め
、

屋
敷
方
で
の
愛
顧
に
支
え
ら
れ
て
い
た
面
も
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
二
代

目
和
泉
太
夫
も
同
様
で
あ
る
。
『
旧
記
拾
要
集
』
に
よ
っ
て
、
類
焼
の
た
め
操
座

興
行
を
停
止
し
た
と
推
定
さ
れ
る
宝
永
六
年

(一

七

O
九
)
以
降
も
、

『榊
原
文

書
』
で
は
、
宝
永
六
年
六
月
十
三
日

「為
御
慰
操
被
仰
付
和
泉
大
夫
伺
公
」、
正

徳
元
年

(一

七
一

一
)
六
月
十
三
日

「
為
御
慰
和
泉
大
夫
操
被
仰
付
之
」、

れ
る
。
こ
の
種
の
場
面
か
、
歌
舞
伎
で
も
演
じ
ら
れ
た
当
世
色
の
濃
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
る
。
和
泉
太
夫
は
、
王
朝
色
と
共
に
、
こ
の
作
品
の
歌
舞
伎
に
も

近
い
当
代
性
に
注
目
し
て
、
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
う
ね
め
正
平
て
い
き
ん
』
は
和
泉
太
夫
か
重
視
し
て
い
た
演
目
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
注
目
し
て
お
き
た
い
の
か
、
『
牧
野
備
後
守
家
御
成

記
』
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
牧
野
家
に
将
軍
綱
吉
や
そ
の
家
族
の
御
成
が
あ

っ

た
際
の
記
録
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
早
く
に
三
田
村
鳶
魚
氏
が
当
時
東
京
の
牧
野

(ロ
)

家
に
あ
っ
た

『御
成
記
』
を
調
査
さ
れ
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
牧
野
家
の
文
書
は
、

同
家
が
旧
領
で
あ
る
笠
聞
か
ら
東
京
ヘ
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
笠
間
神
社
に
寄
贈

さ
れ
た
。
『
御
成
記
』
十
八
冊
を
、
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
の
紙
焼
き
に
よ

っ
て

調
査
し
た
と
こ
ろ
、

三
田
村
氏
が
言
及
さ
れ
な
か

っ
た
操
上
演
記
事
も
二
件
確
認

さ
れ
た
。
一

件
は

「一

位
様
元
禄
十
六
年
三
月
六
日
御
成
記
」
の

「九
ツ
時
よ
り

御
殿
江
被
為
入
夫
よ
り
成
貞
之
居
間
江
被
遊
出
御
操

一
流
上
る
り
采
女
栄
花

巻
狂
言
」

と
い
う
記
事
で
あ
る
。
二
件
目
は

「
元
禄
十
六
年
御
肇
様
江
四
月
四
日

御
料
理
被
献
候
五
丸
様
姫
君
様
四
月
六
日
被
為
成
候
記
」
の
四
月
六
日
条
で
、

「
五
丸
様
朝
五
ツ
前
被
為
入
姫
君
様
五
ツ
明
被
為
入
於
御
殿
数
の
御
慶
斗
御

雑
煮
出
ル
御
膳
成
貞
同
妻
被
居
上
之
九
十
而
成
貞
居
宅
之
間
江
御
入
被
遊
操

御
見
物
被
遊
上
る
り
佐
々
木
問
答

一
流

御

見

物

之

内

餅

御

菓

子
三
河
餅
被
差

上
之

三
河
餅
は
御
二
方
様
江
成
貞
自
身
持
出
ル
上
る
り

一
流
ニ
市
相
済
御
殿
江

被
為
入
御
前
出
ル
・
:
踊
子
:
・
舟
う
た
も
有
之
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。

一
件
目
の
記
事
で
は
、
元
禄
十
六
年

(一

七

O
三
)
三
月
六
日
、
綱
吉
の
母
桂

昌
院
の
御
成
が
あ
り
、
そ
の
際

「采
女
栄
花
巻
」
を
上
演
し
た
と
あ
る
。
太
夫
名

は
-記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
演
目
は

『
う
ね
め
正
平
て
い
き
ん
』
を
指
す
と
推

定
さ
れ
、
和
泉
太
夫
が
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

『
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二
年
(
一
七
一
七
)
二
月
二
十
九
日
「
為
御
口
和
泉
大
夫
罷
越
浄
瑠
璃
被
仰
付
之
」、

享
保
四
年
(
一
セ
一
九
)
二
月
八
日
「
為
御
慰
和
泉
大
夫
被
召
浄
瑠
璃
有
之
」
と

い
う
上
演
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
操
座
の
興
行
を
停
止
し
た
以
後
も
、
屋
敷
方
で

は
以
前
と
同
じ
よ
う
な
ぺ
!
ス
で
活
動
を
続
け
、
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
い
た
こ
と

が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
屋
敷
方
で
の
活
動
に
お
い
て
、
将
軍
の
生
母
の
上
覧
に

供
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

宣
伝
や
保
証
な
ど
の
面
で
有
効
に
働
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

和
泉
太
夫
は
、
そ
の
特
別
な
意
味
を
持
つ
牧
野
備
後
守
家
で
の
上
演
演
目
に
、

『
う
ね
め
正
平
て
い
き
ん
』
を
選
ん
だ
。
和
泉
太
夫
が
王
朝
世
界
や
当
代
性
を
取

り
込
ん
で
、
華
や
か
な
内
容
を
目
指
し
た
背
景
に
は
、
屋
敷
方
で
の
噌
好
へ
の
配

慮
が
、
要
因
と
し
て
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

る
後
年
の
伝
説
的
な
色
合
い
が
濃
い
話
で
あ
る
か
、
『
関
東
血
気
物
語
』
(
成
立
未

詳
、
『
未
刊
随
筆
百
種
』
十
二
)
「
丹
波
和
泉
太
夫
が
事
」
に
は
、
「
牧
野
備
後
守

御
好
き
に
て
、
金
平
入
道
武
者
修
行
に
ふ
し
付
致
せ
し
も
の
也
。
然
共
丹
波
太
夫

本
行
節
に
て
有
し
と
ぞ
。
誠
に
奇
妙
成
か
わ
り
者
也
と
云
触
ら
せ
し
と
ぞ
」
と
あ

る
。
こ
の
記
述
で
は
や
や
文
意
が
取
り
に
く
い
が
、

『嬉
遊
笑
覧
』
(
文
政
十
三
年

十
月
序
、

『
日
本
随
筆
大
成
』
)
に
は
さ
ら
に
詳
し
く
引
用
さ
れ
、

「「
関
東
侠
客

〔後
カ
〕

侍
』
云

凡
金
平
と
い
ふ
浄
る
り
江
戸
太
夫
さ
つ
ま
浄
雲
丹
波
太
夫
近
江
語
斎
太

夫
伊
之
助
肥
前
太
夫
土
佐
太
夫
外
記
太
夫
式
部
皆
名
人
な
れ
共
此
太
夫
か
た
り

得
ぬ
節
に
付
し
も
丹
波
父
子
に
不
及
。
虎
屋
永
関
牧
野
備
後
守
殿
好
に
て
金
平
入

道
武
者
修
行
に
節
付
せ
し
計
な
り
。
丹
波
太
夫
本
行
節
の
よ
し
と
い
へ
り
。
こ
は

い
づ
頃
の
こ
と
か
延
宝
頃
の
一
枚
絵
に
金
平
入
道
武
者
修
行
あ
り
」
と
あ
る
。

金
平
浄
瑠
璃
は
丹
波
少
嫁
と
二
代
目
和
泉
太
夫
の
父
子
二
人
の
専
売
特
許
の
よ

う
な
面
が
あ
り
、
他
の
太
夫
た
ち
が
語
っ
て
も
か
な
わ
芯
か
っ
た
。
た
だ
、
虎
屋

永
関
が
牧
野
備
後
守
が
好
き
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
金
平
入
道
武
者
修
行
に
節

付
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
丹
波
太
夫
の
方
が
本
来
の
節
で
あ
っ
た
と

い
う
よ
う
な
意
味
で
解
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
る
基
に
な
っ
た
作
品
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
正

本
が
あ
る
。
『
公
平
武
者
執
行
』
(
松
廼
舎
旧
蔵
)
と

『
公
平
入
道
山
め
ぐ
り
』

(西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
)
で
あ
る
。
『
公
平
武
者
執
行
』
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
正

本
で
あ
る
が
、
『
新
群
書
類
従
』
九
(
一
九

O
七
年
・
国
書
刊
行
会
)
に
本
交
の

翻
刻
が
所
収
さ
れ
、
さ
ら
に
表
紙
と
最
終
了
、
挿
絵
と
本
文
丁
の

一
部
の
覆
刻
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
題
策
に

「太
夫
正
本
」
と
見
え
、
初
版
時
に

は
太
夫
名
が
表
記
さ
れ
て
い
た
の
を
、
再
版
の
際
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一一一

金
平
浄
溜
璃
の
新
作

和
泉
太
夫
の
上
演
演
目
に
つ
い
て
、
王
朝
色
と
い
う
点
に
着
目
し
て
考
察
し

て
き
た
。
上
方
か
ら
江
戸
ヘ
波
及
す
る
新
風
を
受
け
入
れ
、
和
泉
太
夫
座
に
お
い

て
も
王
朝
物
が
上
演
さ
れ
る
~よ
う
に
な
っ
た
動
き
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ

う
し
た
方
向
ヘ
傾
斜
し
た
背
景
に
は
、
屋
敷
方
で
の
噌
好
に
対
す
る
意
識
が
関
係

し
た
可
能
性
を
考
え
た
。

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
一
方
で
、
和
泉
太
夫
座
の
御
家
芸
と
も
言
う
べ
き
金
平
浄

瑠
璃
を
重
視
し
て
守
り
続
け
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。
金
平
浄
瑠
璃
の
流
行
は
延

宝
期
に
入
る
と
終
息
し
、
他
の
太
夫
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
上
演
し
な
く
な
る
。
た
だ

し
、
元
禄
期
に
は
金
平
浄
瑠
璃
の
正
本
が
絵
入
り
細
字
の
六
段
本
と
し
て
、
多
数

刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
多
く
読
み
物
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
和
泉
太
夫
座
の
動
向
や
そ
の
正
本
を
具
体
的
に
考
証
し
て

い
く
と
、
金
平
浄
瑠
璃
を
新
作
し
、
実
際
に
上
演
し
て
い
た
可
能
性
も
見
え
て
く

元禄期和泉太夫座について15 



刊
記
に
は
、

「貞
享
或
歳
」
丑
ノ
正
月
吉
辰
」
大
侍
馬
三
町
目
」
う
ろ
こ
か
た
や
」

新
板
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
初
版
時
の
刊
年
月
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

『公
平
入
道
山
め
く
り
』
も
刊
記
に

「大
停
馬
三
町
目
」
う
ろ
こ
か
た
や
新
板
」

と
あ
り
、
鱗
形
屋
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
室
木
弥
太
郎
氏

『金
平
浄

瑠
璃
正
本
集
』
第
三
(
一

九
六
九
年
・
角
川
書
庖
)
の
解
題
で
は
、
天
和
貞
享
頃

の
刊
行
か
と
い
う
横
山
重
氏
説
か
示
さ
れ
て
い
る
。(M
)
 

こ
れ
ら
二
作
は
、
連
作
関
係
に
あ
る
。
若
月
保
治
氏
が
『
公
平
人
道
山
め
ぐ
り
』

に
つ
い
て
、
「
文
中
に
二
度
ま
で
も
「
過
ぎ
し
武
者
修
行
の
そ
の
時
、
め
ぐ
り
残

せ
し
播
磨
」
な
ど
い
ふ
句
が
あ
る
事
か
ら
見
る
と
、
貞
享
二
年
の
『
公
平
武
者
執

行
』
の
後
、
遠
か
ら
ぬ
頃
に
生
れ
た
も
の
か
」
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
金
平
浄

瑠
璃
の
全
盛
期
を
過
ぎ
た
貞
享
期
の
新
作
と
し
て
、
連
作
関
係
は
珍
し
く
、
注
目

に
値
す
る
。
鱗
形
屋
か
ら
貞
享
期
に
続
け
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
二

作
が
か
な
り
の
人
気
を
得
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
人
気
の
高
さ
故
に
、

「
公
平
入
道
武
者
修
行
」
と
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

そ
し
て
、

二
作
の
内
容
は
、
公
平
の
超
人
的
な
活
躍
を
中
心
に
据
え
て
い
る
。

特
に
着
目
し
て
お
き
た
い
の
が
、
源
家
譜
代
の
家
臣
と
し
て
「
め
が
た
」
「
ま
ぶ

ち
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
『
公
平
武
者
執
行
』
で
は
、
源
家
の
旧

臣
が
公
平
た
ち
と
偶
然
に
再
会
す
る
。
そ
し
て
、
「
ま
ん
中
公
代
々
の
御
か
し
ん
、

ま
ぶ
ぢ
、
め
が
た
と
て
、
す
ど
の
高
名
な
を
あ
ら
は
せ
し
、
め
が
た
の
十
郎
ひ
で

光
、
お
と
、
に
め
か
た
の
高
八
ひ
で
か
ね
也
」
と
名
乗
り
、
息
子
国
信
を
公
平
た

ち
に
託
す
。
そ
し
て
、
次
の

『公
平
入
道
山
め
ぐ
り
』
で
は
、
前
作

『公
平
武
者

執
行
』
で
の
展
開
を
受
け
て
、
国
信
に
つ
い
て

「
か
れ
は
代
々
ま
ん
中
公
よ
り
、

ふ
た
い
そ
う
で
ん
の
兵
、
ふ
ぢ
は
ら
、
め
か
た
と
て
、
三
人
の
も
の
也
し
が
」
と

記
さ
れ
る
。

「ふ
ぢ
は
ら
」「
め
か
た
」
と・
4

家
し
か
出
て
い
な
い
が
、

こ
こ
で
は

「三
人
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

本
来
は

「ま
ぶ
ち
」
の
名
も
挙
が
っ
て
い

た
の
を
誤
っ
て
落
と
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

藤
原
に
つ
い
て
は
、

藤
原
仲
光
が
美
女
丸
の
話
な
ど
で
著
名
で
あ
り
、

金
平
浄

瑠
璃
の
草
創
期
に
お
い
て
も
、

藤
原
の
名
は
源
家
譜
代
の
家
臣
と
し
て
重
視
さ
れ

て
い
た
。

し
か
し
、

「
め
が
た
」
「
ま
ぶ
ち
」
の
二
家
は
、

草
創
期
か
ら
全
盛
期
に

か
け
て
の
金
平
浄
瑠
璃
に
は
見
ら
れ
な
い
名
前
で
あ
る
。

貞
享
元
禄
期
に
な
っ
て

か
ら
、

家
臣
団
と
し
て
意
識
さ
れ
始
め
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
名
前
の
典
拠
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。『
前
太
平
記
』

は
、
源
家
や
四
天
王
物
の
世
界
で
、
元
禄
期
の
江
戸
の
太
夫
た
ち
に
多
く
の
影
響

を
与
え
て
い
る
が
、

管
見
の
範
囲
で
は
、

「
住
吉
合
戦
の
事
」
に
、

こ
の
二
家
の
名
は
確
認
で
き
な
い
。

『
太
平
記
』
巻
二

「唐
崎
浜
合
戦
の
事
」

や
巻
二
十
五

佐
々
木
源
氏
の
一
族
と
し
て
、
「
目
賀
多
」
「
馬
淵
」
が
登
場
す
る
。

(日
)

こ
れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

あ
る
い
は
、

金
平
浄
瑠
璃
に
お
い
て
、
こ
の
「
め
が
た
」
「
ま
ぶ
ち
」
が
登
場
す
る
作
品
群

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
貞
享
元
禄
期
に
刊
行
さ
れ
た
新

作
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
『
母
四
天
王
』
(仮
題
・
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
)

は
丹
波
少
橡
平
正
信
正
本
と
記
載
さ
れ
る
が
、
実
質
的
に
は
元
禄
期
に
刊
行
さ
れ

た
こ
代
田
和
泉
太
夫
の
正
本
で
あ
る
。
こ
の
作
中
に
、

「都
に
は
藤
原
な
か
光
、

め
か
た
、
ま
ぶ
ち
を
相
残
し
、
ゑ
ち
こ
の
国
へ
ょ
せ
ら
る
、
」
と
し
て
、
藤
原
・

め
か
た
・
ま
ぶ
ち
の
三
人
が
セ
ッ
ト
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
直
後
、
「
め
か

た
、
ま
ふ
ち
は
終
に
は
か
な
く
也
に
け
り
」
と
二
人
は
討
ち
死
に
し
て
い
る
。

ま
た
、

『
す
へ
た
け
た
ん
生
』
(
元
禄
中
頃
・
大
阪
大
学
図
書
館
赤
木
文
庫
蔵
)

に
も
、

「ま
ぶ
ち
」「
め
が
た
」
を
出
し
て
い
る
。
な
お
、
金
平
浄
瑠
璃
に
お
い
て
、
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武
知

・
三
浦
の
名
は
、
子
四
天
王
に
準
じ
る
家
臣
と
し
て
重
樹
¥さ
れ
て
き
た
。

『す
へ
た
け
た
ん
生
』
に
お
い
て
、
「
ま
ぶ
ち
」
「
め
が
た
」
は
、
こ
の
武
知
・

三

浦
と
並
ぶ
家
臣
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

元
禄
五
年
(
一
六
九
二
)
正
月
井
筒
屋
板
『
源
平
富
士
牧
狩
』
で
も
、
「
い
つ

も
か
は
ら
ぬ
四
天
王
、
竹
つ
な
、
う
す
い
、
う
ら
へ
、
平
い
の
清
氏
、
竹
ち
、
ま

ぶ
ち
、
め
か
た
、
か
ま
く
ら
、
藤
原
と
う
、
皆
一
ょ
う
の
か
り
し
ゃ
う
そ
く
」
と

い
う
よ
う
に
、
子
四
天
王
に
準
じ
る
位
置
で
、
し
か
も
、
武
知
や
鎌
倉
権
五
郎
と

い
っ
た
寛
文
期
の
金
平
浄
瑠
璃
で
も
家
臣
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
者
と
共
に
、

列
挙
さ
れ
て
い
る
。
正
本
屋
喜
右
衛
門
板
『
公
平
牛
鬼
責
』
(
天
理
図
書
館
)
で

も
同
様
に
、
家
臣
団
の
列
挙
に
二
人
の
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
比
谷
横

町
か
め
や
板
『
四
天
玉
女
二
度
之
合
戦
』
(
国
会
図
書
館
蔵
)
で
は
、
「
め
か
た
の

さ
へ
も
ん
こ
れ
つ
な
」
が
「
六
そ
ん
王
よ
り
っ
た
は
る
、
た
い
/
¥
ふ
た
い
の
」

家
臣
と
し
て
登
場
し
、
討
ち
死
に
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
延
宝
期
ま
で
の
金
平
物
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
め
が
た
」

「
ま
ぶ
ち
」
を
譜
代
の
家
臣
と
す
る
設
定
が
、
元
禄
期
に
入
る
と
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
設
定
が
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
作
品
群
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
、
家
臣
団
設
定
に
関
す
る
共
通
意
識
か
ら
は
、
あ
る
一
定
し
た
認
識

を
持
っ
て
創
作
に
あ
た
る
作
者
や
上
演
す
る
太
夫
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
本
屋

主
導
で
、
た
だ
の
読
み
物
と
し
て
簡
易
に
量
産
す
る
と
い
う
営
為
の
中
で
は
、
設

定
の
細
部
に
わ
た
る
意
識
を
維
持
す
る
こ
と
は
一困
難
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
必
然
性

も
低
い
。
家
臣
団
に
「
め
が
た
」
「
ま
ぶ
ち
」
の
二
人
を
加
え
る
と
い
っ
た
共
通

認
識
が
認
め
ら
れ
る
作
品
群
の
基
盤
に
は
、
実
際
の
上
演
活
動
が
関
係
し
て
い
た

可
能
性
が
想
定
さ
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
座
は
『
母
四
天
王
』
の
太

夫
表
示
か
ら
推
し
て
、
和
泉
太
夫
座
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

， 

-

-
E
白

内

、

i
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n
h
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以
上
の
よ
う
な
見
解
を
踏
ま
え
る
と
、
貞
享
期
の
連
作
『
公
平
武
者
執
行
』

『
公
平
入
道
山
め
ぐ
り
』
も
、
「
め
が
た
」
「
ま
ぶ
ち
」
を
意
識
し
た
作
品
群
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
も
と
は
和
泉
太
夫
の
正
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。

『
公
平
武
者
執
行
』
の
正
本
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
題
策
か
ら
太
夫
名
が
削

除
さ
れ
た
再
板
本
で
あ
る
。

次
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
子
四
天
王
の
一
人
、
占
部
に
つ
い
て
の
名
称
の
混
乱

で
あ
る
。
『
公
平
武
者
執
行
』
初
段
で
は
、
「
う
ら
べ
の
す
へ
宗
」
と
あ
っ
た
の
が
、

三
段
目
で
は
、
「
う
ら
べ
の
す
へ
は
る
平
井
の
ひ
と
り
む
し
や
と
な
の
っ
て
一
も

r 

ん
じ
に
か
け
出
る
:
:
:
う
ら
へ
の
す
へ
は
る
ひ
と
り
む
し
や
は
き
ん
り
に
君
を
し

ゅ
こ
し
」
の
よ
う
に
、
「
す
へ
は
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
公
平
入
道
山
め

ぐ
り
』
で
も
、
初
段
で
つ
つ
ら
べ
の
兵
衛
す
へ
は
る
」
、
六
段
目
の
最
初
で
は

「
う
ら
べ
の
す
へ
は
る
、
な
ん
か
い
道
に
い
そ
か
ん
と
」
と
さ
れ
る
が
、
六
段
目

の
途
中
で
は
「
す
へ
宗
も
同
道
あ
れ
と
ぞ
申
け
る
」
と
、
「
す
ヘ
宗
」
が
混
入
し

て
い
る
。

同
様
の
混
乱
は
他
の
作
で
も
認
め
ら
れ
、
『
子
四
天
王
指
物
揃
』
(
う
ろ
こ
が
た

や
板
・
国
会
図
書
館
蔵
)
で
、
「
す
へ
宗
」
「
す
へ
は
る
」
の
両
様
の
表
記
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
丹
波
少
嫁
正
本
で
あ
る
こ
作
『
京
今
宮
御
本
地
』
『
四
天
王
大

力
手
取
軍
』
の
内
容
を
受
け
る
も
の
で
、
二
代
目
和
泉
太
夫
が
語
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
さ
ら
に
、
元
禄
中
頃
の
江
戸
和
泉
太
夫
正
本
『
公
平
化
粧
問
答
』
(
丸
屋

板
・
東
京
太
学
図
書
館
蔵
)
で
も
、
「
す
へ
宗
(
す
へ
む
ね
)
」
「
す
へ
は
る
」

一の

混
乱
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
誤
り
が
偶
然
で
あ
る
の
か
、

も
の
な
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

『
公
平
入
道
山
め
ぐ
り
』
の
場
合
は
、

混
乱
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、

特
別
な
意
図
に
よ
る

『
公
平
武
者
執
行
』
と

連
作
関
係
に
あ
る
二
作
に
お
い
て
同
様
の

特
に
不
思
議
な
事
象
で
あ
る
。

宇
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子
四
天
王
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
秋
本
鈴
史
氏
が
詳
し
く
考
証
さ
れ
、
万
治
か

ら
寛
文
に
か
け
て
の
全
盛
期
の
金
平
物
に
お
い
て
は
、

「末
春
」
と
す
る
の
が
虎

屋
源
太
夫
系
で
、

「末
宗
」
と
す
る
の
が
和
泉
太
夫
系
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
名
称
も
貞
享
元
禄
期
に
は
様
々
に
混
乱
し
、
ま
た
、

二
代
目
虎
屋
源
太
夫
が
二
代
目
和
泉
太
夫
の
脇
を
語
る
な
ど
、
系
統
に
つ
い
て
も

分
明
で
は
な
く
な
る
。
し
か
し
、
あ
る
程
度
、
和
泉
太
夫
は
「
末
宗
」
と
い
う
意

識
が
元
禄
期
の
正
本
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
事
情
か
ら
考
え
る
と
、

こ
の
二
作
に
お
け
る
混
乱
は
、
も
と
も
と

「末
宗
」
と
あ
っ
た
の
を
「
末
春
」

ヘ

改
め
よ
う
と
し
た
た
め
に
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
推
測
を
重
ね
れ
ば
、
そ
れ
を
改
め
た
の
は
、
貞
享
元
禄
期
に
も
活
動
を

続
け
て
い
た
虎
屋
永
閑
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
『
関
東
侠
客
侍
』
の

「虎
屋
永
閑
牧
野
備
後
守
殿
好
に
て
金
平
入
道
武
者
修
行
に
節
付
せ
し
計
な
り
」

と
い
う
記
述
は
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
事
情
を
伝
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

丹
波
少
嫁
と
岡
清
兵
衛
を
失
い
、

二
代
目
へ
と
移
行
し
た
貞
享
元
禄
期
に
も
、

和
泉
太
夫
座
は
金
平
浄
瑠
璃
の
新
作
を
創
出
し
、
上
演
し
て
い
た
営
為
が
窺
え
る
。

そ
れ
ら
の
内
容
は
、
公
平
の
超
人
的
な
活
躍
を
眼
目
と
し
て
強
調
し
、
公
平
一
人

を
軸
と
す
る
展
開
を
取
る
。
し
た
が
っ
て
、
子
四
天
王
の
扱
い
は
軽
く
な
り
、
家

臣
団
全
体
と
し
て
の
調
和
が
見
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、
全
盛
期
の
金
平
浄
瑠
璃
と

は
構
造
が
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、
貞
享
期
、
『
公
平
武
者
執
行
』
『
公
平
入
道

山
め
ぐ
り
』
の
連
作
が
成
功
を
収
め
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
成
功
を

通
し
て
、
金
平
浄
瑠
璃
の
本
家
と
も
い
う
べ
き
位
置
を
維
持
し
、
元
禄
期
に
も
和

泉
太
夫
座
が
金
平
浄
瑠
璃
上
演
を
拠
り
所
の
一
つ
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。

四

金
平
浄
瑠
璃
の
上
演

二
代
日
和
泉
太
夫
が
、
元
禄
期
に
も
金
平
浄
瑠
璃
を
重
視
し
、
新
作
を
創
出
し

て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
考
証
し
た
。
元
禄
期
に
刊
行
さ
れ
た
絵
入
り
細
字
の
金
平

本
の
中
に
も
、
実
際
の
上
演
を
写
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
て
、
和
泉
太
夫
座
が

そ
れ
ら
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

和
泉
太
夫
の
動
向
を
追
っ
て
い
く
と
、
藩
邸
に
お
け
る
上
演
記
録
か
ら
も
、
金

平
浄
瑠
璃
へ
の
こ
だ
わ
り
が
窺
え
る
。
特
に
『
榊
原
文
書
』
元
禄
三
年
(
一
六
九

(
川

崎

)

O
)
二
月
十
二
日
条
の

「三
国
名
錦
織
仙
花
」
や
元
禄
十
五
年
(
一
七

O
二
)
五

月
二
十

一
日
条
の
「
三
国
銘
仙
花
」、
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)
九
月
二
十
二
日

条
の

「若
四
天
王
飾
磨
通
」
な
ど
の
演
目
は
、
金
平
物
の
新
作
か
と
推
測
さ
れ
る
0
.

そ
し
て
、
『
榊
原
文
書
』
の
元
禄
六
年

(一

六
九
三
)
九
月
二
十
二
日
条
で
は
、

御
所
望
に
よ
り
、

「天
狗
揃
」
と
い
う
節
事
を
語
っ
て
い
る
。
「
天
狗
揃
」
に
つ
い

(日
)

て
は
、
阪
口
弘
之
氏
が
、

「元
禄
五
年
五
月
二
十
五
日
に
は
、
江
戸
半
太
夫
が
・
:

「
ま
つ
よ
の
姫
小
袖
のもよう」

(「小
袖
売
」
に
相
当
)
と
「
天
狗
揃
」
の
節
事
を
、
更

に
同
七
年
四
月
九
日
に
は
半
太
夫
初
太
夫
が
「
小
袖
の
も
よ
う
」
を
、
ま
た
同
月

二
十
九
日
に
は
式
部
が
「
天
狗
そ
ろ
ヘ
」
を
そ
れ
ぞ
れ
語
っ
て
い
る
」
こ
と
を
指

摘
さ
れ
、
「
天
狗
揃
」
は
『
ま
つ
よ
の
姫
』
に
四
つ
あ
る
節
事
の
う
ち
江
戸
板
の

み
に
見
え
る
も
の
で
、
半
太
夫
や
式
部
は
、
江
戸
系
の
『
ま
つ
よ
の
姫
』
を
語
っ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

和
泉
太
夫
も
、
こ
の
『
ま
つ
よ
の
姫
』
を
自
ら
の
語
り
物
に
加
え
、
そ
の
節
事

「
天
狗
揃
」
を
諮
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
別
の
可
能
性
と
し
て
、
金

平
浄
瑠
璃
の
新
作
に
、
江
戸
で
好
ま
れ
た
「
天
狗
揃
」
の
節
事
を
組
み
込
ん
で
上

演
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
お
き
た
い
。

18 元禄期和泉太夫座について
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こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
考
え
る
一
つ
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
元
禄
頃
の
木
下
甚

右
衛
門
板
『
威
金
平
』
(
国
会
図
書
館
蔵
)
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、

初
段
に
花
月
と
い
う
若
武
者
が
登
場
す
る。

こ
れ
が
実
は
酒
呑
童
子
の
執
心
の
生

ま
れ
変
わ
り
で
、
後
に
正
体
を
現
し
て
頼
義
た
ち
を
苦
し
め
る
。
花
月
は
、
天
狗

に
拐
か
さ
れ
て
山
を
廻

っ
た
た
め
に
兵
法
の
術
を
得
た
と
設
定
さ
れ、

頼
義
の
御

前
試
合
で
公
平
と
互
角
の
力
を
見
せ
る
。
二
段
目
に
は
、

花
月
が
頼
義
の
求
め
に

応
じ
て
、
天
狗
に
さ
ら
わ
れ
て
か
ら
の
様
子
を
語
る
場
面
が
あ
る
。
こ
の
花
月
の

語
り
の
場
面
と
の
関
連
を
推
測
さ
せ
る
の
が
、
『榊
原
文
書
』

元
禄
三
年
ご
六

九
O
)
二
月
十
二
日
条
で
、
和
泉
太
夫
が
上
演
し
た

「花
月
物
語
」
と
い
う
演
目

名
で
あ
る
。
こ
の
節
事
が
、

『威
公
平
』
の
花
月
の
語
り
の
箇
所
に
相
当
す
る
可

能
性
か
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、

『
威
公
平
』

二
段
目
で
は
、
氏
益
一の
一
子
氏
照
が
登
場
し
、
頼
義
を

親
の
敵
と
し
て
狙
い
、
公
平
に
討
た
れ
る
。
氏
益
は
、
金
平
物
の
全
盛
期
に
上
方

と
江
戸
で
語
ら
れ
た

『
四
天
王
紫
野
合
戦
』
で
謀
反
を
起
こ
し
て
、
討
た
れ
る
人

物
で
あ
る
。
こ
の
作
に
つ
い
て
は
、
丹
波
和
泉
太
夫
正
本
藤
屋
板

『
八
幡
太
郎
誕

生
期
』
(
『
新
群
書
類
従
』
九
)
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『榊
原
文
書』

貞

享
三
年

三

六
八
六
)
関
三
月
十
九
日
条
に
は
、

「為
御
馳
走
操
被
仰
付
候
所

謂
械
認
識
王
二
流
和
泉
太
夫
被
召
寄
」
の
よ
う
に
、
上
演
記
事
も
確
認
で
き
る
。

『威
公
平
』
で
は
、
こ
の

『
四
天
王
紫
野
合
戦
』
の
内
容
を
意
識
し
て
、
先
行
の

金
平
浄
瑠
璃
と
関
係
づ
け
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
演
記
録
と
の
関
連
か
ら
も
、
上
演
内
容
か
ら
も
、
『
威
公

平
』
が
和
泉
太
夫
の
上
演
作
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

こ
の

『威
公
平
』
に
は
、
五
段
目
で
、
花
月
の
呪
い
に
よ
っ
て
病
に
倒
れ
た
頼
義

を
、
天
狗
の
も
と
で
武
者
修
行
を
し
て
き
た
公
平
が
、
天
狗
を
勧
請
し
て
加
持
す

戸

ー

• 
、

、

• -

' 

‘恥

る
場
面
が
あ
る
。
こ
の
節
事
の
本
文
を
、
元
禄
頃
の
大
侍
馬
三
町
目
丸
屋
板
『
ま

つ
よ
の
姫
』
五
段
目
の
「
天
狗
揃
」
と
、
参
考
と
し
て
、
子
供
絵
本
の
鶴
屋
板

『
天
狗
そ
ろ
ヘ
』
(
松
阪
市
射
和
町
蔵
、
『
近
世
子
ど
も
の
絵
本
集
』
上
方
篇
・
一

九
八
五
年
・
岩
波
書
庖
)
と
比
較
対
照
さ
せ
る
と
、

ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
く
と
、
『
ま
つ
よ
の
姫
』
と
子
供
絵

本
と
が
一

致
し
、
『
威
公
平
』
が
異
な
る
箇
所
が
多
く
、

一
方
で
子
供
絵
本
が
異

同
を
見
せ
る
箇
所
で
は
、
『
ま
つ
よ
の
姫
』
と

『威
公
平
』
が

一
致
し
て
い
る
。

『
ま
つ
よ
の
姫
』
に
あ
る
本
文
が
、
江
戸
で
語
ら
れ
た

「天
狗
揃
」
と
し
て
、
本

来
の
形
に
近
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

『威
公
平
』
で
は
、
酒
呑
童
子
の
生
ま
れ
変
わ
り
ゃ
、
氏
益
の
息
子
氏
照
な
ど
、

全
盛
期
の
金
平
浄
瑠
璃
に
つ
な
が
る
設
定
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
中
に
、
江
戸
で

好
ま
れ
た
「
天
狗
揃
」
の
節
事
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
構
成
が
認
め
ら
れ
る
。
和

泉
太
夫
座
が
、
金
平
浄
瑠
璃
を
御
家
芸
と
し
て
重
視
し
、
先
行
の
金
平
浄
瑠
璃
の

世
界
を
守
り
な
が
ら
、
人
気
の
節
事
を
組
み
込
む
な
ど
の
工
夫
を
加
え
、
上
演
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
金
平
浄
瑠
璃
の
本
家
と
し
て
、
江
戸
浄
瑠
璃

界
に
占
め
て
い
た
確
か
な
位
置
を
、
元
禄
期
に
も
守
り
続
け
よ
う
と
し
た
模
索
で

あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
元
禄
期
を
中
心
と
す
る
和
泉
太
夫
座
に
つ
い
て
、

上
演
記
録

や
正
本
を
手
が
か
り
に
考
証
し
て
き
た
。
二
代
目
和
泉
太
夫
に
つ
い
て
は
、

金
平

物
を
金
平

一一人
の
浩
躍
一語
へ
と
単
純
化
さ
せ
て
い
た
と
さ
れ
、

ま
た
金
平
物
の
正

本
も
、

実
際
に
上
演
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、

王
朝
物
へ
の
傾
斜
と
、

金
平
浄
瑠
璃
新
作
の
上
演
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
の
考
証

に
よ
り
、

い
く
ら
か
具
体
的
な
像
が
結
べ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

丹
波
少
縁
と
岡
清
兵
衛
と
い
う
、
諮
り
と
創
作
の
二
本
の
偉
大
な
支
柱
を
失
っ

元禄期和!泉太夫座"こついて19 



た
貞
享
期
か
ら
、
和
泉
太
夫
座
は
様
々
な
模
索
を
試
み
、
王
朝
物
や
当
世
風
の
や

わ
ら
か
な
演
出
を
取
り
込
ん
で
時
代
へ
の
適
応
を
図
り
、
ま
た
、
御
家
芸
で
あ
る

金
平
浄
瑠
璃
で
も
新
作
上
演
の
中
心
で
あ
り
続
け
た
。
読
み
物
と
し
て
本
屋
か
ら

金
平
本
が
刊
行
さ
れ
る
動
き
の
中
で
、
和
泉
太
夫
座
で
の
上
演
と
関
連
が
想
定
で

き
る
作
品
群
も
あ
る
。
御
家
芸
と
し
て
金
平
浄
瑠
璃
を
拠
り
所
と
し
、
活
用
を
試

み
た
和
泉
太
夫
座
の
動
向
と
、
金
平
本
を
量
産
し
て
い
く
正
本
屋
の
動
き
は
、
ど

の
よ
う
に
関
与
し
合
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
関
係
に
も
留
意
し
て
い
き
た
い
。

「創
世
期
の
金
平
浄
瑠
璃
ー
金
平
誕
生
期
の
連
作
物
の
競
演
l
」
(
『
語
文
』

四
十
五
・
一
九
八
五
年
四
月
)
。

(8
)

「
丹
波
少
橡
の
新
機
軸
」
(
岩
波
講
座
歌
舞
伎
・
文
楽
『
浄
瑠
璃
の
誕
生
と

古
浄
瑠
璃
』
一
九
九
八
年
八
月
)
。

(
9
)

阪
口
弘
之
先
生
所
蔵
の
紙
焼
き
を
御
貸
与
い
た
だ
き
、
そ
れ
に
よ
っ

た
。

な
お
、
阪
口
先
生
の
一
九
八

0
年
度
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
国
一
諸
国
文
学
研

究
室
の
講
読
で
本
作
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
内
容
の
謡
曲
へ
の
傾
斜
な
ど
に
つ

い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

(叩
)
注

(1
)
前
掲
書
。

(日
)『
古
浄
瑠
璃
の
研
究
』
第
三
(
一

九
四
四
年
・
楼
井
書
庖
)。

(ロ
)
「
土
佐
少
嫁
橘
正
勝
」(一

九
二
六
年
初
出
。
『
三
田
村
鳶
魚
全
集
』

二
十

一
・・

一
九
七
四
年
・
中
央
公
論
社
)
。

(日
)『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
十
四
(
一
九
七

一
年
・

一
三
書
房
)
。

(日
)
若
月
保
治
氏
注

(日
)
前
掲
書
。

(日
)「
め
が
た
」「
ま
ぶ
ち
」
に
関
し
て
、
秋
本
鈴
史
氏
よ
り
『

一
切
記
』

(寛
文

元
年
)
に

「
あ
ふ
み
け
ん
し
の
大
将
に
。
め
か
た
、
ま
ぶ
ち
、
い
は
、
み
つ

い
」、
『
山
名
神
南
合
戦
』
(
寛
文
九
年
)
で
は
「
み
の
う
ら
、
ま
ぶ
ち
、
一
の

宮
」
の
よ
う
に
近
江
源
氏
の
一
族
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

『
多
田
満
仲
』
(
寛
文
初
)
で
は
「
め
か
た
、
ま
ぶ
ち
、
し
ぶ
や
、
か
す
や
の

三
郎
也
、
お
と
に
承
る
四
天
王
に
げ
ん
さ
ん
」
と
四
天
王
に
対
峠
す
る
側
に

名
が
見
え
る
こ
と
を
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
寛
文
期
の
古
浄
瑠
璃
に
お
い
て

認
識
度
の
高
い
名
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(凶
)
阪
口
弘
之
氏
「
金
平
浄
瑠
璃
の
は
じ
ま
り
|
『
き
そ
物
か
た
り
』
の
周
辺
|」

(
『
論
集
近
世
文
学
E

近
松
と
そ
の
周
辺
』
一
九
九
一
年
・
勉
誠
社
)
。

(
7
)
 

、迂

(1
)

室
木
弥
太
郎
氏

『櫛
語
り
物

(
持
ト
縦
一
糊
)
の
研
究
』
(
一

九
七

O
年

・
風

問
書
房
)。

(
2
)

武
井
協
三
氏

「榊
原
文
書
の
芸
能
記
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
研
究
」
(
平

成
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
・

一
九
九
三
年
)
に
元
禄

末
ま
で
の
上
演
記
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
宝
永
以
降
の
記
事
は
史
料
館
所

蔵
の
紙
焼
き
を
参
照
し
て
抽
出
し
た
。

(
3
)

北
方
文
化
博
物
館
五
十
嵐
文
庫
所
蔵
の
越
後
写
本
の
翻
刻
が
『
日
本
庶
民

文
化
史
料
集
成
』
十
二
(
一

九
七
七
年
・

一三

書
房
)
に
所
収
。
な
お
(
若

月
本
)
と
断
り
を
付
し
た
記
事
は
、
『
近
世
初
期
国
劇
の
研
究
』

(一

九
四
四

年
・
青
磁
社
)
所
載
の
若
月
保
治
氏
の
写
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
。

(
4
)

徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
。
『
名
古
屋
叢
書
続
編
』
九
j
十
二
所
収
。

(
5
)

東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
。
安
田
富
貴
子
氏
「
『
守
山
御
日
記
』
に
み
る

芸
能
」
(
『
古
浄
瑠
璃
l
太
夫
の
受
領
と
そ
の
時
代
』
一
九
九
八
年
・
八
木
書

庖
)
で
操
上
演
記
事
紹
介
。

『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
六
(
一
九
七
三
年
・
三
一
書
房
)
。

(
6
)
 

l
i
i
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日
)
秋
本
鈴
吏
民
佳
引
)
制
掲
論
考
G
I
l
l
z

!
・

(日
)
室
木
弥
太
郎
氏
注

(
1
)
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
元
禄
四
年
刊
江
戸
和
泉
太

夫
正
本
『
名
剣
て
っ
せ
ん
花
』
(
『
弘
文
荘
待
買
古
書
目
』
に
よ
る
)
が
あ
り
、

金
平
物
と
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ブ
リ

ッ
ク
・

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

・
ス

ペ
ン
サ
!
コ

レ
ク
シ

ョ
ン
に
同
名
の
正
本
が
所
蔵
。

(
m
w
)

阪
口
弘
之
氏

「江
戸
板
の
効
用
l
出
羽
嫁
作
品
を
例
に
l
」
(『
古
典
の
変

容
と
新
生
』
一

九
八
四
年
・
明
治
書
院
)。
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h
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『
d

〈付
記
〉

本
稿
は
平
成
十
五
年
七
月
六
日
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
会
総
会
で
口
頭
発

表
し
た
内
容
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
御
教
示
下
さ
い
ま
し
た
方
々
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
十
二
月
二
ナ
三
日
演
劇
研
究
会
例
会
で
も
、
こ
の

内
容
を
基
に
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
御
示
教
を
受
け
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
す
。

叫.

、
、
.
、

F

H

3

1
h

L
V

、.、f

、
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